
武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備委員会
本部会

令和７年４月２３日
教育委員会事務局 武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備室

第３回

1

会議資料２



１ 本部会・ワーキンググループの令和７年度以降の活動
見通しについて

２ 各ワーキンググループからの活動報告について
（１）校名・移行イベントより（校名公募について）
（２）通学区域より（通学区域等について）

３ 「未来の姿」についてのアンケート調査結果について

2

次第



１．本部会・ワーキンググループの令和７年度以降の活動見通しについて

3

会議資料３
（年度）

（月） 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　主に、本部会において
　意見交換するもの

・
未
来
の
姿
の
検
討
ス
ケ

　
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

・
未
来
の
姿
ア
ン
ケ
ー

ト

　
調
査
に
つ
い
て

 
　
　
⇒

　
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
実
施

・
未
来
の
姿
の
検
討
①

・
未
来
の
姿
の
検
討
②

　
未
来
の
姿

　
　
　
決
定

　
　
 
⇒

　
　
　
　
　
　
⇒

　
　
　
　
関
係
校
長
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
協
議

・
令
和
８
、

９
年
の
開
校
準
備

 
委
員
会
組
織
と
参
加
者
構
成

 (

案)

に
つ
い
て

　
　
参
加
者
の
選
出

　
　
　
　
⇒

・
組
織
と
参
加
者
の
報
告

　各ワーキンググループからの
　報告を受けるもの

・
校
名
公
募
に
つ
い
て

・
通
学
区
域
に
つ
い
て

・
校
名
公
募
に
つ
い
て

・
通
学
区
域
に
つ
い
て

・
通
学
区
域
に
つ
い
て

・
既
存
校
舎
改
修
に
関
す
る

　
見
学
会
に
つ
い
て

ワーキング
グループ

・校名について
（校舎の呼び方）
（ユニットについて）

★

・開校式について

★

・校歌について
・校章について

・レガシースペースについて

★

・通学区域について

・通学路について

・通学方法について

武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備委員会　令和７年度の活動見通し（令和６年度の実績含む）

R6 R7

本
部
会

校
名
・
移
行
イ
ベ
ン
ト

通
学
区
域

予算等、

実施に

向けた

準備
（市内部）

● ●

・
現
時
点
の
考
え
方

の
整
理

・
展
示
ス
ペ
ー
ス

・
展
示
物

● ● ●
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

● ● ● ● ● ●

・
校
名
決
定
に

お
い
て
大
切
な
事

・
公
募
の
項
目

・
公
募
範
囲

・
公
募
期
間

・
項
目
案

・
絞
込
み
の
視
点

（
選
定
基
準
）

・
絞
込
み
プ
ロ
セ
ス

・
公
募
の
方
向
性

（
最
終
案
）

・
校
名
絞
込
み

・
校
名
絞
込
み

公募実施

「
未
来
の
姿
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
共
有

「
未
来
の
姿
」

を
共
有

● ● ●

仕
様
の
確
定
（
市
内
部
）

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

・
先
行
事
例

・
開
催
方
法

・
先
行
事
例

・
制
定
方
法
、
時
期

・
開
催
の
方
向
性

（
最
終
案
）

・
制
定
の
方
向
性

（
最
終
案
）

仕様確定

※ショーケース

※移設措置

（市内部）

・
レ
ガ
シ
ー
ル
ー
ム
の

方
向
性
（
最
終
案
）

・
校
名
の
絞
込
み

・
開
校
式
、

校
歌

校
章
に
つ
い

て

・
学
用
品
、

部
活

動
等
に
つ
い

て

・
関
係
団
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
給
食
に
つ
い
て

意
見
交
換
結
果
ま
と
め

（
事
務
局
）

候
補
１
案
選
定

（
教
育
委
員
会
内
）

１
案
決
定
（
市
内
部
）

法
規
審
査

委
員
会

● ● ★●

・
通
学
区
域
案
の

提
示

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

提
示

・
通
学
区
域
案
の

検
討

・
通
学
区
域
案
の
決
定

通
学
区
域
審
議
会

通
学
区
域
規
則

一
部
改
正

● ●

・
通
学
路
案
提
示

・
安
全
対
策
の
検
討

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

●

・
通
学
方
法
の
検
討

・
日
課
表
、

ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

・
学
校
生
活
の
き
ま
り
、
S
o
l
a
る
ー

む
、

さ
わ
や
か
相
談
室
に
つ
い
て

・
保
健
室
に
つ
い
て

・
学
校
事
務
運
営
等
に
つ
い
て

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
提
出
予
定
）

会議資料３

・各教科の指導計画について

・日課表について

・学用品について

・部活動について

・異学年交流について
・児童生徒会活動、
　委員会活動について

・学校行事について

・クラブ活動について

・学校生活のきまり等に
　ついて

・Solaるーむについて

・さわやか相談室について

学
校
生
活

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

制服検討委員会 １１１

校則・生活のきまり運用研究・検討、試行実施

（カリキュラムの内容に沿って、検討する事項を

決めていく）

● ●

・
各
校
の
校
則
・

生
活
の
き
ま
り
に

つ
い
て
確
認
、

意
見
交
換

・
校
則
・
生
活
の

き
ま
り
に
つ
い
て

運
用
の
検
討

・
校
則
・
生
活
の

き
ま
り
運
用
研
究

● ●

・
導
入
・
運
営
に

向
け
て
の
検
討

事
項
の
整
理

・
導
入
・
運
営
に

係
る
指
針
の
確
認

・
各
校
の
状
況
の

共
有

・
S
o
l
a
る
ー
む

の
運
用
研
究

● ●

・
導
入
・
運
営
に

向
け
て
の
検
討

事
項
の
整
理

・
利
用
の
際
の

ル
ー
ル
等
の
共
有

・
さ
わ
や
か
相
談
室

の
運
用
研
究

学校による研究・検討

● ●

● ●

● ●

● ●

・
小
金
管
の
活
動

継
続
に
つ
い
て

・
制
服
の
あ
り
方

・
制
服
の
方
向
性

・
日
課
表
作
成

・
校
舎
間
の
交
流

・
実
施
方
法

・
校
舎
間
の
交
流

・
実
施
方
法

・
義
務
教
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
作
成

・
小
金
管
の
活
動

継
続
に
つ
い
て

・
日
課
表
作
成

小中合同

研修会

授業を通した「重点的に身に

つけさせたい力」の研究

各教科等部会

・研究計画確認

・重点的に身につけ

させたい力設定

各教科等部会

ユニフォーム

仕様確定

「義務教育学校について

学ぼう」研修会の実施
研究計画書

作成

検
討
事
項
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
提
出
予
定
）

各教科等部会

公開・研究授業

研究の検証

・学校運営協議会について

 

●

・PTAについて

●

・チャレンジスクールに
　ついて

●

・スクールサポート
　ネットワークについて

●

・給食施設について

・給食室運営について

・保健室経営、学校保健に
　係る検討・素案の作成

・関係機関（三師会）との
　学校医等委嘱等調整業務

・保健室（施設）に係る
　検討・素案作成、予算要求等

・諸帳簿に係る検討・素案の
　作成

・学校安全等に係る検討

保
健
室
運
営

給
食
室
運
営

学
校
地
域
協
働

● ● 10月 ●

● ● 10月 ●

●

● ● 10月 ●

● ● 10月 ●

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
委
員
数
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
委
員
数
に
つ
い
て

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
委
員
数
に
つ
い
て

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
検
討
事
項
の
確
認

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

・
検
討
事
項
の
確
認

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

・
検
討
事
項
の
確
認

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

・
検
討
事
項
の
確
認

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

本部会へ

報告

検討

・
設
置
に
つ
い
て

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
活
動
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
設
置
に
つ
い
て

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
活
動
に
つ
い
て

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
設
置
に
つ
い
て

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
活
動
に
つ
い
て

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

活動場所について

教育委員会内

情報共有＆確保

・
実
行
委
員
会
組
織
の

の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
実
行
委
員
会
組
織
の

の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
実
行
委
員
会
組
織
の

の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
活
動
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
活
動
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

・
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
活
動
に
つ
い
て

・
各
校
の
現
状
を
共
有

課
題
や
懸
念
事
項

の
洗
い
出
し

● ● ●

●

● ● ● ★

●

● ● ●

・
義
務
教
育
学
校
及
び

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
確
認

・
義
務
教
育
学
校
及
び

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
確
認

・
義
務
教
育
学
校
及
び

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
確
認

・
義
務
教
育
学
校
及
び

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
確
認

・
義
務
教
育
学
校
及
び

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
確
認

・
保
健
室
経
営
計
画

検
討

・
学
校
保
健
計
画
検
討

・
保
健
室
経
営
計
画

検
討

・
学
校
保
健
計
画
検
討

・
新
設
沼
影
校
舎

保
健
室
納
入
物
品

検
討

・
新
設
沼
影
校
舎

保
健
室
納
入
物
品

検
討

・
新
設
沼
影
校
舎

保
健
室
納
入
物
品

素
案
決
定

新
設
沼
影
校
舎
保
健
室

納
入
物
品
仕
様
書
精
査

・
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
A
E
D
・
学
校

警
備
員
検
討

・
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
A
E
D
・
学
校

警
備
員
検
討

● ● ●

・
レ
イ
ア
ウ
ト
確
認

（
導
線
含
む
）

継
続
案
件

● ● ● ● ● ●

（
確
認
・
検
証
）

・
配
膳
計
画

（
検
討
）

・
給
食
室
備
品
等
の

購
入
計
画

（
確
認
・
検
証
）

・
配
膳
計
画

（
検
討
）

・
給
食
室
備
品
等
の

購
入
計
画

・
提
供
時
間

Ｗ
Ｇ
方
針
決
定

・
提
供
回
数

Ｗ
Ｇ
方
針
決
定

（
検
討
）

・
献
立
内
容

・
栄
養
教
諭
等
配
置

・
衛
生
管
理
運
用

・
契
約
方
法
の
検
討

（
検
討
）

・
献
立
内
容

・
栄
養
教
諭
等
配
置

・
衛
生
管
理
運
用

・
契
約
方
法
の
検
討

Ｒ
７
Ｗ
Ｇ
検
討
事
項

方
針
決
定

Ｒ
７
Ｗ
Ｇ
検
討
事
項

方
針
決
定

本部会へ

報告

検討

本部会へ

報告

検討

本部会へ

報告

検討

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
提
出
予
定
）

・人事配置、学校事務システム
　について

・新校舎に係る必要物品調達
　について

・沼影新設校舎の教室配置
　レイアウト、既存校舎
　改修について

・校内インフラについて

・校舎間物品移送について

●　ワーキンググループ開催日（予定も含む） ★　市及び学校において、案として決定する時期

学
校
事
務
運
営

● ●

●

●

●

・
義
務
教
育
学
校
設
置

に
関
す
る
検
討
事
項

の
整
理

・
義
務
教
育
学
校
設
置

に
関
す
る
検
討
事
項

の
整
理

・
義
務
教
育
学
校
設
置

に
関
す
る
検
討
事
項

の
整
理

・
義
務
教
育
学
校
設
置

に
関
す
る
検
討
事
項

の
整
理

● ● ●

・
義
務
教
育
学
校
設
置

に
関
す
る
検
討
事
項

の
整
理

関
係
所
管
課
室
に
よ
る
Ｗ
Ｇ
開
催
に
向
け
た
会
議

関
係
所
管
課
室
に
よ
る
Ｗ
Ｇ
開
催
に
向
け
た
会
議

・
教
職
員
配
置
に

係
る
情
報
収
集

副
校
長
、
教
頭
の

権
限
の
検
討

教
職
員
定
数
の
管
理
、

加
配
の
検
討

管
理
規
則
等
の
改
正

に
向
け
た
検
討

建
設
設
計
図
を
も
と

に
各
担
当
課
で
購
入

物
品
の
リ
ス
ト
化

必
要
物
品
調
達
に

係
る
情
報
共
有

・
改
修
に
つ
い
て

・
教
室
配
置
レ
イ

ア
ウ
ト
に
つ
い
て

・
見
学
会
に
つ
い
て

・
教
室
配
置
レ
イ

ア
ウ
ト
に
つ
い
て

校
舎
改
修
に

関
す
る
見
学
会

（
内
谷
校
舎
）

見
学
会
を
経
て
、

基
本
計
画
へ
反
映

（
改
修
工
事
）

現
状
の
備
品
把
握
、

浦
和
大
里
校
舎
・
内
谷

校
舎
で
必
要
な
備
品

（
物
品
）
の
リ
ス
ト
化

①
新
規
調
達
分
の
物
品

②
再
利
用
分
の
物
品

③
廃
棄
分
の
物
品

引
越
し
手
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２．各ワーキンググループからの活動報告（１）校名・移行イベントより（校名公募について）

■実施日：１１月１８日（第１回）、１２月１８日（第２回）、１月１５日（第３回）、３月１９日（第４回）
■これまでのワーキンググループでの意見交換を受けて、校名アイデアの募集を実施します。

■スケジュール概要

4

応募期間 令和７年５月１日（木）〜令和７年６月８日（日）

公募の実施

開校準備委員
会での絞込み

5月〜6月

公募結果
の集計

ワーキンググループ
（7・8月の２回）

開校準備委員
会での絞込み

本部会
（10月）

・意見の集中した10個
程度を本部会へ報告

・その他、意見交換の
概要を本部会へ報告

・WGで意見の
集中した10個に
ついて意見交換
（5個程度）

事務局

意見交換
結果のまとめ

事務局

市内部検討

12月末頃まで R8.２月市議会
（想定）

学校設置条例改正

・WG、本部会の意見を
踏まえ、候補1個を
選定

意見交換①
R6.11月

ワーキンググループ 本部会
R7.1月

本部会
4月

開校準備委員会 開校準備委員会 開校準備委員会

意見交換②
12月

ワーキンググループ
開校準備委員会

意見交換③
1月

ワーキンググループ
開校準備委員会

意見交換④
3月

ワーキンググループ
開校準備委員会

未来の姿
アンケート結果

①地域性があり将来にわたって愛着が持てること。
②さいたま市における、既存の学校名と同一の名称でないこと。

■選定基準
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２．各ワーキンググループからの活動報告（１）校名・移行イベントより（校名公募について）

武蔵浦和駅周辺地区に設置する義務教育学校の校名アイデア

応募用紙

むさしうらわえきしゅうへんちく せっち ぎむきょういくがっこう こうめい

おうぼようし

①校名アイデア

②そのアイデア
とした理由

③応募者

こうめい

りゆう

おうぼしゃ

さいたま市立
しりつ

（よみかた： ）

義務教育学校
ぎむきょういくがっこう

校名アイデアに込めた思いなど

氏名
しめい

年齢層
ねんれいそう

①0〜6才 ②7〜12才 ③13〜15才
④16〜18才 ⑤19才〜20代 ⑥30代 ⑦40代
⑧50代 ⑨60代 ⑩70代 ⑪80代〜

※あてはまる番号いずれか一つに〇をつけてください。

こうめい こ おも

ばんごう ひと

属性
ぞくせい

●関係６校の

●上記①〜④にはあてはまらない方→ ⑤その他

※あてはまる番号いずれか一つに〇をつけてください。
ばんごう ひと

①在校生 ②卒業生 ③保護者

④教育（学校）関係者

※関係６校：内谷中学校、浦和別所小学校、西浦和小学校、辻小学校、
沼影小学校、浦和大里小学校

ざいこうせい そつぎょうせい ほごしゃ

きょういく（がっこう）かんけいしゃ

住所
じゅうしょ ①さいたま市南区 ②さいたま市内南区以外（ 区）

③さいたま市以外

※あてはまる番号いずれか一つに〇をつけてください。
ばんごう ひと

【提出先】紙で応募する場合は、以下の①〜⑤の学校等に設置している応募箱に提出してください。
①内谷中学校（9:00〜16:30） ②武蔵浦和図書館 ③別所公民館 ④西浦和公民館 ⑤田島公民館
※各施設のホームページ等で開館時間(営業時間)を事前に確認のうえご応募ください。
※応募用紙は、①〜⑤の応募箱横に設置しているほか、市ホームページから印刷してご利用ください。

注意事項：回答項目に漏れがある場合は、応募は無効として扱います。

応募内容
①校名（よみかた）

さいたま市立「●●」義務教育学校の●●の部分を募集します。（文字数は問いません。）
②校名の理由（校名に込めた思い）

注意事項
○新しい義務教育学校の３校舎の呼び方は、現在の校名を残して、「浦和大里校舎」「沼影校舎」「内谷校舎」

とします。今回は三つの校舎を活用した義務教育学校全体の校名のアイデアについて募集します。
○「浦和大里」、「沼影」、「内谷」について単体で使用した場合は無効となります。

例：さいたま市立内谷義務教育学校

応募期間 令和７年５月１日（木）から令和７年６月８日（日）まで

応募資格 どなたでも応募可能です

応募方法
【電子での応募方法】

右記２次元コードよりMicrosoft Forms（フォームズ）で応募してください。
【紙での応募方法】

応募用紙に記入のうえ、提出先にご提出ください。

校名の決定方法
○応募のあった校名のアイデアについて、開校準備委員会での意見交換を経て、教育委員会で一つの校名に決

定したのち、市議会の議決を経て、正式な校名となります。
○本義務教育学校にふさわしい校名のアイデアを募集するものです。応募多数の校名になるとは限りません。
○応募のあった校名の一部使用や、他のアイデアとの合成をする場合もあります。また、理由を参考に新たな

校名を作成する場合もあります。

選定基準 （１）地域性があり将来にわたって愛着が持てること。
（２）さいたま市における、既存の学校名と同一の名称でないこと。

校名の公表 さいたま市ホームページ等で公表します。

その他
○採用された校名アイデアに関する一切の権利は、さいたま市に帰属します。
○応募の際に記入いただいた氏名等の個人情報は、校名のアイデアを募集する目的のみに利用し、その他の目

的には一切使用しません。
○応募者への採否の結果通知及び個々のご意見に対する個別の回答はいたしません。
○応募に係る経費は応募者の負担とします。

問合せ先
さいたま市教育委員会事務局武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備室
住所：３３０−９５８８ さいたま市浦和区常盤６−４−４
電話：０４８−８２９−１６２７ FAX：０４８−８２９−１９８９
メール：musashi-junbi@city.saitama.lg.jp

【最新情報・検討経緯】
本義務教育学校の基本設計、開校準備委員会通信、「未来の姿」についての
アンケート状況等の最新情報については市ホームページでご覧いただけます。

武蔵浦和駅周辺地区に設置する義務教育学校の

応募期間
令和７年５月１日（木）
〜令和７年６月８日（日）

● ● ● ● ● ●

を募集します
校名アイデア

本市では、令和10年度に本市初となる義務教育学校を設置します。浦和大里小学校・内谷中学校の既存校舎を活
用し、義務1年生から4年生が通う二つの校舎と、新たに設置する義務5年生から9年生が通う「沼影新設校舎」を
あわせ、3校舎で一つの義務教育学校とします。このたび、新校にふさわしい校名のアイデアを募集します。

参考２

mailto:musashi-junbi@city.saitama.lg.jp
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スケジュール

開校準備委員会
ワーキンググループ

②

通学区域検討案提
示、意見交換

Ｒ7.4.18

通学区域審議会

通学区域について
諮問を行う

R7.11月頃

２．各ワーキンググループからの活動報告（２）通学区域より（通学区域等について）

通学区域を歩いて確認し
ながら、通学路、通学方
法、安全対策について検
討していく。

開校準備委員会

ワーキンググルー
プの内容を報告

本部会
R7.４.23

開校準備委員会
ワーキンググループ

③

通学区域案提示、
意見交換

７月

開校準備委員会
ワーキンググループ

④

通学区域最終案提
示、意見交換

１０月

学校設置条例
改正

R8.２月議会
（予定）

通学区域に関す
る規則改正

R8.３月（予定）

通学区域審議会以降
（R7年末〜R8年度）開校準備委員会

通学区域の最終案
を報告

本部会
１０月

開校準備委員会

ワーキンググルー
プの内容を報告

本部会
７月



【ワーキンググループの概要】
■実施日：４月１８日（第２回）

７

２．各ワーキンググループからの活動報告（２）通学区域より（通学区域等について）

第１回目ＷＧ（R6.12月）での御意見を踏まえ、
①〜③について意見交換を行った。

■参加者からの主な御意見
①Ｄ２エリアを本義務教育学校も選択できる特定
地域に設定する開始学年について

⇒・Ｄ２エリアにおいては、一定数田島中を選択する家庭がいると考えられるため、義務
教育学校を全家庭が選択するとは考えづらいのではないか。

・９年間を一貫した教育活動を行うことを考えると小学１年生から選択するほうが良い
のではないか。

・小学１年生から選択できるとした場合、義務教育学校に魅力を感じて選択する家庭が
増えると、内谷校舎等の教室数が不足してしまうのではないか。

②沼影エリアを内谷校舎から浦和大里校舎へ変更する地区について
⇒・田島通りを渡ることを考えると、田島通りの北側（沼影１丁目１番〜６番）が望ま

しいのではないか。
③Ｂ２エリアについて
⇒・Ｂ２エリアの遠いところ（関地区）は２キロ以上かかる場所もあるため、今後、他の

学校の通学状況を教えてほしい。



事務局で意見
交換を反映し
た原案の作成
（５〜６月）

３．「未来の姿」についてのアンケート調査結果について

8

（１）スケジュール

アンケート
調査
（２〜３月）

事務局で
集計・分析
（３月）

「未来の姿」の
イメージを各ワー
キンググループと
共有

第２回本部会
（R7.１月）

※アンケート
調査について
の意見交換

①

④

⑤第３回本部会
（４月）

※アンケート
調査に基づく
「未来の姿」
についての
意見交換

②

第４回本部会
（７月）

※「未来の姿」
原案について
の意見交換

③

「未来の姿」
を各ワーキン
ググループが
活用
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（２）アンケート調査の概要

３．「未来の姿」についてのアンケート調査結果について

■調査の目的
武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校の開校に向けて、教職員・児童生徒・保護者・地域の

方々の、本義務教育学校への思いや願いを理解し、地域に根差し愛される学校づくりを推進
するため。

■調査対象：関係６校の学区に在住又は関係６校に通学、勤務している方

■調査方法：①Webによる調査 ②紙面による調査 ※自由記述方式

■調査期間：令和７年２月１７日（月）〜令和７年３月２３日（日）

■調査項目：武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校は令和１０年度に開校を予定しています。
①皆さんが思い描く本義務教育学校の「未来の姿」と、②その回答に込めた
思いや願いを、自由にお書きください。

■回答状況：合計４１５１名 うち子ども 3532名（回答欄①②共に空欄：６２件）
大人 619名 （回答欄①②共に空欄： ６件）

（内訳：学校運営協議会委員13名、教職員123名、保護者424名、地域住民56名、不明3名）

※保護者は、未就学児及び小・中学生の保護者を合計しています。また、子どもと一緒に回答した保護者も含まれています。
※地域住民とは、学校運営協議会委員、教職員、保護者以外と回答した人をいいます。
※子どもとは、児童と生徒を指します。子ども数は、保護者用調査で、「小・中学生」を選択した回答を含めています。このため、児童数
と生徒数の内訳はできません。また、保護者用調査で回答した子どもは、在籍校を選択していないため、学校ごとの内訳はできません。
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３．「未来の姿」についてのアンケート調査結果について
会議資料４
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３．「未来の姿」についてのアンケート調査結果について
会議資料４
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３．「未来の姿」についてのアンケート調査結果について
（３）未来の姿 〜グループワークに向けて〜

子ども（児童生徒）が学校生活を営む場として

地域の核（拠点）として

子ども（児童生徒）が学ぶ場として

教職員の役割と働く場として

９年間を見通した義務教育学校ならではの系統立てられたカリキュラムが編成されている学校

９学年の幅広い交流の機会を通して一人ひとりの可能性を広げられる学校

安全に登下校ができ、学校内においても安全に生活できる学校

多くの交流を通じ楽しく勉強でき居心地のよい学校

校舎間の交流を通じ互助的な精神を育成する学校

教職員の目が行き渡り、子どもたちに寄り添う学校

１～９年生が協力し合って生活し、仲を深められる学校

共に学んだことが自分の住むまちの発展に生かせる学校 子どもたちの成長を地域全体が応援し、９年間をわくわく主体的に学べる学校

小・中・校舎間の垣根を越えたそれぞれの教職員の強みを活かす学校 子どもに信頼され、適切に関われる教職員集団である学校

９年間の成長をチームとして見守る学校

多様性を受け入れる風土と個性を生かせる学校

笑顔とあいさつで地域の交流が豊かになり、皆で助け合う気持ちが高まる学校学校を中心にした絆が地域の力を高め、人々に安心と生きがいを与える学校

親しみと愛着で地域から愛され、誰にとっても生涯の学びの拠点となる学校

９年間を通じて健やかにのびのびと安心して過ごせる学校
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子ども（児童生徒）が学校生活を営む場として（メモとして使ってください）

地域の核（拠点）として（メモとして使ってください）

子ども（児童生徒）が学ぶ場として（メモとして使ってください）

３．「未来の姿」についてのアンケート調査結果について

教職員の役割と働く場として（メモとして使ってください）

（４）意見交換



次回の本部会は
７月下旬開催予定です。

本日はご参会頂き、
ありがとうございました。
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